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～毎月７日は「健康の日」です。歩くことから健康づくり、運動することを習慣にしましょう。～

鼓 動
読みたい本をお届けします

石川県公共図書館協議会 事務局長 山本 晃暢

健康体力つくり活動の推進
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薫 風
新しい図書館

石川県書店商業組合 理事長 森井 清城

＜くろがねもち＞

＜「家庭の日｣絵画･ポスターコンクール

最優秀賞受賞作品：９ページ参照＞



鼓 動
読 み た い 本 を お 届 け し ま す

石川県公共図書館協議会 事務局長 山本 晃暢

石川県公共図書館協議会は、県内の公共図書館が連携して、読書普及活動を行って

います。さらに、読書普及関連団体、社団法人読書推進運動協議会が実施する、全国

的な行事「読書週間」に協力して様々な行事を行っています。

「読書週間」は１１月３日（文化の日）の前後２週間、

１０月２７日から１１月９日までをいい、１９４７（昭

和２２）年に始まりました。県内の各図書館では読書週

間期間中に記念講演会・展示会・図書館大会等多彩な行

事を実施しています。

また、当図書館協議会は、県内公共図書館、学校図書

館、大学図書館等との協力体制を築き、本の貸借制度や

インターネットによる蔵書検索ができるネットワーク

づくりの充実を図っています。

インターネットを使って、検索した図書は最寄の図書

館を通じて、本を取り寄せることができます。

さらに、東海北陸地区の公共図書館協議会で

は本の相互貸借に関する協定を結び、石川県下

及び富山、福井、愛知、岐阜県の各県内の主な

図書館の資料が利用できる、物流のネットワー

クを運用しています。県民の方々は郵送料もか

からずに、読みたい資料を手にすることができ

るのです。いずれも、各々の公共図書館に直接

お出かけいただくか、ホームページから詳しい

内容を調べることができます。

読書離れが進んでいると言われる今日、図書

館相互のネットワークをさらに充実させ、多く

の県民の方々に読みたい本を届けたいと考えています。

今年で６５回目となる読書週間の標語は「信じよう、本の力」です。東日本大震災

から半年が過ぎても、被害の大きかった地域の図書館はなかなか復旧が進んでいませ

ん。当図書館協議会でも、被災した図書館へ本を送ることなど、現地の図書館の意向

にそった支援活動を考えているところです。

本の力が個人に勇気や生きる力を与えてくれることを信じて、多くの図書館利用者

の方に、本を手渡す方法を今後も模索し続けたいと思っています。

ネットワーク図



健康体力つくり活動の推進

◇２０１１太陽と緑に親しむ健民祭

第４４回石川県健康クラブ交歓大会開催

１０月１９日(水）午前１０時より、いしかわ総合スポーツセンターにおいて、県

内の３７クラブから２１６０名が参加して標記交歓大会が開催されました。

開会式は、大会長の田川修身県健康クラブ協議会長の挨拶に続き、中西吉明県副知

事から励ましの言葉、川原利治金沢市健康推進部長の歓迎の言葉がありました。

続いて、健康クラブ推進功労者表彰式では、受賞者の３５名を代表して北野まさい

(粟崎ほほえみスポレクサークル)さんが賞状と記念品を受け、佐々木時哉(松任スタ

ークラブクラブ)さんが謝辞を述べました。

休憩後、歌唱、準備体操、全体演技を行い、各クラブ発表を行いました。

＜全体演技(リズム体操)＞

指導：太田リズムダンス協会長＜2100余名の健民さわやか体操＞

＜３５名の健康クラブ推進功労者のみなさん＞

＜１５７名による松任スポーツクラブのクラブ発表＞

＜田川会長から表彰される功労者代表の北野さん＞ ＜謝辞を述べる佐々木さん＞



環境・文化活動の推進

◇第４７

４７

回花いっぱいコンクール

総合審査会実施

標記審査会が１０月１４日（金）、県

庁舎において開催されました。現地審査

の際に撮影した写真と採点表をもとに総

合的に審査した結果、最優秀賞１件、優

秀賞９件、奨励賞１０件が決定しました。

◇第 回花いっぱいコンクール入賞花壇の紹介

優秀賞
個人の部：林 紀子(白山市）

優秀賞
個人の部：中西壽美榮(白山市）

最優秀賞
中学校の部：鹿島中学校(中能登町）

優秀賞 一般の部：花の会・
鶴来(フラワーロード鶴来)(白山市）

優秀賞 幼少年の部：七尾市社会
事業協会西湊保育園（七尾市）

優秀賞
中学校の部：鶴来中学校(白山市）

（今年度の応募状況）

区 分 件数

Ａ個人の部 ８

Ｂ幼少年の部 ９

Ｃ小学校の部 ７

Ｄ中学校の部 ７

Ｅ高等学校の部 ０

Ｆ一般の部:50坪(165㎡)以上 ８

Ｇ一般の部 １２

10坪(33㎡)以上50坪(165㎡)未満
１０Ｈ 一般の部:10坪(33㎡)未満

総 計 ６１



第４７回花いっぱいコンクール受賞一覧

Ａ 個 人 の 部 市山白子紀林賞秀優

市山白榮美壽西中賞秀優１賞励奨２賞秀優

市山白江澄・明一田太賞励奨

Ｂ 幼少年の部 優 秀 賞 七尾市社会事業協会西湊保育園 七 尾 市

優秀賞１ 奨励賞１ 奨 励 賞 七尾市社会事業協会ななおあいじ保育園 七 尾 市

Ｃ 小学校の部 市松小校学小江今立市松小賞励奨

市山白校学小光明立市山白賞励奨３賞励奨

市山白校学小城蕪立市山白賞励奨

Ｄ 中学校の部 最 優 秀 賞 中能登町立鹿島中学校 中能登町

市山白校学中来鶴立市山白賞秀優１賞秀優最

優秀賞１ 奨励賞２ 奨 励 賞 七尾市立七尾東部中学校 七 尾 市

市山白校学中越鳥立市山白賞励奨

Ｅ 一 般 の 部 優 秀 賞 花の会・つるぎ (フラワーロード鶴来) 白 山 市

（大規模花壇）　　　優 秀 賞 北陸日本電気ソフトウエア株式会社 白 山 市

優秀賞２ 奨励賞１ 奨 励 賞 市松小会内町町江今市松小

Ｇ 一 般 の 部 優 秀 賞 ＪＡ小松市今江町女性部 小 松 市

市松小合組同協業農市松小賞秀優（中規模花壇）

優秀賞２ 奨励賞１ 奨 励 賞 花の会・つるぎ 林地区 白 山 市

Ｈ 一 般 の 部 市松小部性女町海軽賞秀優

（小規模花壇）
優秀賞１ 奨励賞１ 奨 励 賞 荒 市山白会内町町屋

優秀賞 一般の部：北陸日本電気
ソフトウエア（株）(白山市）

優秀賞 一般の部：ＪＡ
小松市今江町女性部(小松市）

優秀賞 一般の部：
小松市農業協同組合(小松市）

優秀賞 一般の部：
軽海町女性部(小松市）



◇第４０回ふるさとツのバメ総調査について

今年度の「ふるさとのツバメ総調査報告書」ができあがりま

した。調査にあわせて募集した「感想文の部」には、県内の小

学校３５校から、４３８点の応募があり、入賞されたのは下記

の５名の皆さんです。優秀賞の作品を次ページに紹介します。

優 秀 賞 穴水町立向洋小学校 ５年 道端 沙羽

佳 作 金沢市立粟崎小学校 ６年 林 瑚春

佳 作 小松市立木場小学校  　６年 北 帆夏

佳 作 川北町立川北小学校　　６年 清水 眞瑚

佳 作 穴水町立向洋小学校　　５年 畠野 結

「記録・観察作品の部」には次の３つの小学校が入賞し

ました。

最優秀賞 金沢市立中央小学校（ツバメ新聞）

優 秀 賞 珠洲市立宝立小学校（ツバメ調査の観察記録）

佳 作 七尾市立田鶴浜小学校（ツバメ新聞）

また、４０年の節目として、「小学生によるふるさとのツ

バメ総調査‘４０年の歩み’」を作成し、報告書とともに県

内全公立小学校へ配付しました。当４０年の歩みは、健民

運動推進本部のホームページからダウンロードすることが

できます。ご活用ください。

表彰式は、１１月２０日（日）、１３時１５分から県庁

行政庁舎１９階展望ロビーで行います。

＜今年度の報告書＞

＜最優秀賞受賞の金沢市立
中央小学校のツバメ新聞＞

＜「小学生によるふるさとのツバメ総調査‘４０年の歩み’」から＞



ツ バ メ 調 査 を し て
穴水町立向洋小学校 ５年 道端 沙羽

私は、お母さんとツバメ調査をしました。私の地区は２人しか小学生がいない

し、１人の子はまだ３年生だから私一人でした。５月１４日の朝７時３０分くら

いからお母さんとツバメ調査を始めました。最初はとてもドキドキしました。私

は曽良地区に住んでいます。曽良地区は４０軒ぐらい家があるので大変でした。

去年はどうやって対応していたか思い出しながら最初の家をたずねました。「ツ

バメは巣を作っていたけど、畑とかに行っている間にヘビがヒナをとっていった

りするの。｣とさびしそうに話している人が多かったです。それを聞いて私は、「み

なさん、ツバメが好きなんだな。」と思いました。調査でツバメを観察していた

ら、ツバメがなにか警戒していました。まわりをキョロキョロ見ながら人間をみ

ていました。そのおうちの人は、西さんといって毎年ツバメがくる家です。西さ

んが言っていたけど「今年のツバメは巣を作らずに古巣を使って子育てをしてい

る。」といっていました。私は「最近は古巣を使うエコなツバメがいるんだな。」

と思いました。ついでになぜ古巣を使っているのか聞いてみました。そしたら西

さんが「土がかわったからね。」と心配そうに言っていました。私は、「ツバメは

そんな事も考えて巣を作っているんだな。」と思いました。西さんはにこにこし

ながら、「ツバメが来てくれてうれいしいよ。」と言っていました。西さんはツバ

メを歓迎してくれているんだなと思いました。西さんはけっこう前からツバメを

かわいがってくれている事が分かってうれしかったです。そのあとも、色々な人

にツバメの事をどう思っているのかを聞きました。曽良の人は全員「かわいいね

ぇ。毎年がんばっているね。」とほめていました。それを聞いて私はツバメに「曽

良にきていいよ！」と言いたくなりました。うれしくてたまりませんでした。

いっぱいツバメ調査をして、あと少しの時、私の学校の先生の家になりました。

先生がいたので聞くと、「車庫にあるよ！」と言ってくれました。見てみると、

古巣や今使っている巣にツバメがいるのが目の前に見えました。調査した中で一

番ツバメが多かったです。何度も出入りしていました。私は、「おお～いっぱい

いるな。」と思いました。いっぱい見られたことは初めてだったから、とっても

印象に残りました。

最後の細木さん宅は残念ながらツバメはいませんでした。「去年はいましたよ

ね？タマゴはどうなりましたか？」と聞くと細木さんは「そうね。去年は調査が

終わってからツバメがきたよね。実はタマゴからヒナが生まれたの！」と細木さ

んが言っていました。私はその瞬間「やったァ！」と思いました。とってもうれ

しかったです。「でも何で今年はいないの？」と聞くと「去年の古巣をヘビがと

っちゃってねぇ。」と残念そうに言っていました。私はやっぱりヘビがあぶない

事をあらためて知りました。

ツバメ調査を終えて私が思ったことは、まず、ツバメがいれば明るくなれると

いうことです。ツバメを歓迎している人が多かったし、みなさんがツバメの事を

話す時はとってもニコニコ笑顔でうれしそうに話してくれました。ツバメは地区

にとって大事な存在です。



青少年健全育成活動の推進

◇少年の主張石川県大会開催

１０月１日（土）午後１時３０分より、県青少年総合研修セン

ターにおいて標記大会が開催されました。県内４カ所で実施され

た地区大会の代表１６名が日常生活での体験や考え自分の言葉で

中学生らしい感性にあふれた主張を堂々と発表しました。

最優秀賞と優秀賞に選ばれた３名は次の通りです。

賞 学 校 名 学年 氏 名 演 題

最優秀賞 能美市立根上中学校２年 小酒 夏穂 静の内にある力強さ

優 秀 賞 金沢市立野田中学校３年 遊佐 夏姫 窓ガラス一枚の向こうには

優 秀 賞 加賀市立山中中学校３年 鹿野ひろ子 小さくても

　最優秀賞を受賞した能美市

立根上中学校２年の小酒さん

の主張を下記に紹介します。

静 の 内 に あ る 力 強 さ

能美市立根上中学校 ２年 小酒 夏穂

「クラスィーバ」（きれいだね）、ホストファミリーの皆さんは拍手をしながら

喜んでくれました。

７月末より約１０日間、私は能美市シェレホフ市少年親善使節団としてロシア

に行ってきました。私は、ホストファミリーの前で日本舞踊「荒城の月」を踊り

ました。じっと私を見つめ、踊り終わると「スパスィーバ」（ありがとう）「オー

チンハラショ」(すばらしい)と私がわかるロシア語で感想を述べてくれました。

＜講評を述べる髙橋
県教育委員会学校
指導課担当課長＞

＜最優秀賞受賞の小酒さん＞ ＜優秀賞受賞の遊佐(左)さんと鹿野(右)さん＞

＜開会挨拶を述べる
香村健民運動副本部長＞

写真左：記念写真



また浴衣について興味を持ったようで、一緒に何枚も写真を撮りました。ホスト

ファミリーの皆さんも日本の着物については知っていましたが、着物を着て踊る

場面は初めて見たそうで、｢舞妓はん｣と言って喜んでくれたことに驚きました。

ロシア語は難しく、英語もほとんど通じないため、詳しく説明をしたり、感想を

聞いたりすることはできませんでした。しかし、皆さんが想像以上にとても喜ん

でくれ、日本文化を少しでも知ってもらうきっかけになってよかったと思いまし

た。それまでロシア語が通じず不安な気持ちでしたが、これを機にずっと前から

知っている友達のようにホストファミリーの皆さんとの１日を楽しく過ごすこと

ができました。

私は４歳から日本舞踊を習い始めました。小さい頃は、正座や長い稽古に耐え

られず泣き出してしまうこともありました。しかし、難しい振りを習得できた時

の喜びや、長い曲を踊り終えた時の達成感を味わうことができ、今では続けてき

て本当に良かったと思っています。

日本舞踊は、日本古来の着物や、邦楽を使用することで、日本語が通じなくて

も日本文化について感じてもらうことができることから、今回の国際交流でもと

ても役立ちました。そこで、その日本文化の素晴らしさを知るため、日本舞踊の

先生に、大切にすべきことを尋ねたところ、先生はこのようにおっしゃいました。

日本舞踊に限らず習い事は修行の一つであり、正しい姿や基本を身に付けること

によって、一つのことをやり遂げる強い気持ちが養われる。そして、心も豊かに

なり、礼儀正しく、道筋を立てて人生を歩める人になる。また、芸の道を習得す

るためには厳しさもあるが、それを乗り越えることによって、人をやさしく包み、

相手を思いやる心が持てるようになる、と。その時、私は気づきました。その心

こそ、日本人が古くから大切に守り温めてきた日本の心そのものだと。

あの３月の東日本大震災の際には、互いに助け合う気持ちを忘れず、辛抱強く

支えあう日本人の姿が、外国から高く評価されていることを知りました。日本人

は恥ずかしがり屋で消極的、感情を巧みに表現することも苦手で、それをマイナ

スと見る傾向があります。しかし、それを日本人特有の物静かで慎み深い「静」

の部分と見ると、この「静」には、｢動」に勝るとも劣らない強いエネルギーが秘

められていることに気付かされます。なぜなら、この「静」は、周囲の状況をし

っかりと見つめ、判断し、自己の弱さにも打ち勝ち、たくましく未来を切り開い

ていこうという力強さを内に秘めているからです。このように考えると、日本人

のこの「静」の部分は、決してマイナスではなく、プラスと自信を持って捉える

べきなのではないでしょうか。

私は、今回のロシアでの交流を通し、世界の多くの人々に日本文化を通じて日

本の良さを知ってもらいたいと思うようになりました。また、逆に世界の文化に

触れることによって外国の良さもどんどん吸収したいと思うようにもなりました。

そのためには、人と人との繋がりを大切にし、互いの声に耳を傾け、広い視野を

持って、自分自身を高めていきたいと思います。日本文化の「静」の内にある力

強さに誇りを持ち、大切に大切に温めながら．．．。



◇子どもドリームフェスティバル事業取り組み紹介その３

＜和太鼓サークル「バンブー」の「和太鼓で、震災被災地から

避難してきた人たちを励ましたい」＞

金沢市内の小学生（金沢市立十一屋小・金沢

大学附属小）と保護者でつくる和太鼓サークル

「バンブー」のメンバー１８人は、９月１８日(日)

に金沢市犀川緑地ぐるぐる広場で開かれた「第

６回わくわく犀川せせらぎコンサート」に出演

し、東日本大震災の被災地から避難してきた友人たちを励まそうと元気いっぱいの

和太鼓演奏を披露しました。

◇「家庭の日」絵画・ポスターコンクール入賞者決定

１０月６日（木）、県ＮＰＯ活動支援センター香林坊７階

ラモーダにおいて標記コンクールの審査会が行われ、小学

生４８６点、中学生３２点、計５１８点の応募の中から最

優秀賞１点、優秀賞２点、佳作７点、審査員特別賞２点が

選ばれました。

優秀賞
「教えてお母さん。」

金沢市立浅野川中学校１年
蔵宗 菜々実

＜すべての作品に目を通し
　丁寧に審査する審査員＞

最優秀賞
「みんなでたこやきパーティ!!」

志賀町立上熊野小学校４年
田村 虎男

優秀賞
「お母さんが魚を焼いている
のを、みんなでまってるよ!」

七尾市立東湊小学校１年
米川 鉄平



１９階展望ロビーにおいて下記のとおり展示を行いますのでご覧ください。

ふるさとのツバメ総調査パネル展

｢家庭の日」絵画・ポスターコンクール入賞作品展  １１月１５日(火)～１１月２４日(木)

「みんなのありがとう」作文コンクール入賞作品展

花いっぱいコンクール写真展  １１月１５日(火)～１１月２０日(日)

佳作「かぞくでみずまきを
しているえ」

金沢市立四十万小学校１年
干場 龍馬

佳作
「かぞくで魚つり」

金沢市立南小立野小学校２年
桑田 航希

佳作
「くわがたをつかまえたよ」

金沢市立内川小学校２年
亀井 佐保

佳作
「家族タワー」

加賀市立錦城東小学校３年
桑村 一幸

佳作「学校で習ったレシピを
家族にごちそうしたよ!」

加賀市立南郷小学校３年
山下 里紗

佳作
「はかまいり」

小松市立矢田野小学校５年
サバルサ 佳慰

佳作
「みんなで楽しい家庭の日」

珠洲市立緑丘中学校１年
長松 航平

審査員特別賞
「おこのみやき」

県立ろう学校小学部１年
潟見 武龍

審査員特別賞
「つながる絆」

県立金沢錦丘中学校３年
福田 朱里



健民運動紹介・奨励コーナー

◇石川県青少年育成アドバイザー協会の活動報告

１０月１５日(土)～１６日(日)、県青少年総合研修セン

ターにおいて、５県３０余名が参加して「平成２３年度東

海北陸ブロック青少年アドバイザー連合会」・「第６回東海

北陸ブロック大会」が開催されました。

開会式では、宇野 晃全日本青少年育成アドバイザー連

合会会長に続き、開催県代表として当協会の多賀 章会長

の挨拶がありました。

基調講演では、持続可能な開発のための教育の１０年推進会議代表理事をされてい

る重 政子さんが「青少年育成アドバイザー組織が持続可能な社会づくりを行うため

に必要なこと」と題してお話しをしました。

当会では、分科会や交流会をとおして有意義な意見交換がなされました。

◇健民運動表彰式・花いっぱいのつどい開催案内

◇健民運動表彰式

＜ふるさとのツバメ総調査表彰式＞

日 時 平成２３年１１月２０日（日）１３：１５～１３：３０

場 所 石川県庁行政庁舎１９階展望ロビー 交流コーナー

＜「家庭の日」絵画・ポスターコンクール表彰式＞

＜「みんなのありがとう」作文コンクール表彰式＞

日 時 平成２３年１２月４日（日）１１：００～１１：３０

場 所 石川県ＮＰＯ活動支援センター（あいむ）

「香林坊ラモーダ」７階(金沢市)

◇花いっぱいのつどい

日 時 平成２３年１１月２０日（日）１４：１５～１６：００

場 所 石川県庁行政庁舎１９階展望ロビー 交流コーナー

花いっぱいコンクール表彰式

審査員講評

優秀花壇の紹介

優秀団体等による体験発表

＊つどい終了後、事業記録集と花壇の写真パネルを進呈します。

第２０回県民スポーツ･レクレーション祭１１月の開催市町･日程･大会名・会場一覧

開催市町 期 日 大 会 名 会 場 主 管 団 体

１ 金沢市 11月3日 ジョイナス フットサルリーグ 医王山スポーツセンター ジョイナス

11月20日 杜っこフェスティバル 杜の里小学校体育館 杜の里スポーツクラブ

２ かほく市 11月23日 パレットまつり 輪島市営町野テニスコート ＮＰＯ法人クラブパレット

10～11月
３ 能登町 のとインディアカ交流大会 内浦体育館 能登町スポーツクラブ

の10日間

＜開会挨拶をする多賀県青少年
育成アドバイザー協会長＞



１１～１２月の健民運動カレンダー （H23.10.21現在）

11／ ６（日) 8:30～
第31回北陸放送旗・協会長杯
会場：小松ドーム(小松市)
主催：県ゲートボール協会

11／１２（土) 10:30～
第17回子どもと本との出会いを求めて
会場：白山市立かわち図書館
主催：石川子ども文庫連絡会

11／１３（日) 9:00～
第４回金沢市３人制ゲートボール大会
会場：野々市市スポーツランド内「さわやかホール」
主催：金沢市ゲートボール協会

11／１３（日) 10:40～
歩いて楽しく・ヨガ講習会
会場：富山県高岡駅前(高岡市)
主催：小坂校下歩こう会

11／１９（土) 10:00～
リーダー養成研修
会場：県青少年総合研修センター（金沢市）
主催：県少子化対策監室

11／２０（日) 13:15～
健民運動表彰式＜ふるさとのツバメ総調査表彰式＞
会場：県庁行政庁舎１９階展望ロビー交流コーナー
主催：健民運動推進本部

11／２０（日) 14:15～
花いっぱいのつどい
会場：県庁行政庁舎１９階展望ロビー交流コーナー
主催：健民運動推進本部

11／23(水･祝) 9:00～
第５回石川県審判員ゲートボール大会
会場：野々市市スポーツランド内「さわやかホール」
主催：金沢市ゲートボール協会

11／２６（土) 9:30～
第40回県スポーツ少年団卓球交流大会
会場：県いしかわ総合スポーツセンター（金沢市）
主催：県スポーツ少年団

11／２７（日) 10:00～
健民桜名所づくり運動桜の保全管理講習会
会場：安宅関址公園駐車場(小松市)
主催：健民運動推進本部

11／２７（日) 9:00～
平成23年度能登地区子ども会指導者研修会
会場：志賀町役場 大会議室(羽咋郡志賀町)
主催：県子ども会連合会

12／ ３（土) 10:30～
健民桜名所づくり運動桜の保全管理講習会
会場：門前町道下地区(輪島市)
主催：健民運動推進本部

12／ ４（日) 11:00～
健民運動表彰式＜「家庭の日」絵画・ポスターコンクール表彰式＞

＜「みんなのありがとう」作文コンクール表彰式＞
会場 県ＮＰＯ活動支援センター(あいむ)｢香林坊ラモーダ｣７階(金沢市)
主催：健民運動推進本部

＜よめな＞

＜ほととぎす＞



12／ ４（日) 10:00～
県ゲートボール協会表彰伝達式・納会
会場：県いしかわ総合スポーツセンター（金沢市）
主催：県ゲートボール協会

12／１０（土) 9:00～
第２３回県スポーツ少年団柔道交流大会
会場：県立武道館（金沢市）
主催：県スポーツ少年団

12／１１（日) 8:30～
第２３回県スポーツ少年団バドミントン交流大会
会場：医王山スポーツセンター（金沢市）
主催：県スポーツ少年団

12／１１（日) 9:00～
第４０回県スポーツ少年団剣道交流大会
会場：松任総合運動公園体育館（白山市）
主催：県スポーツ少年団

県民ボランティアセンターだより

＊収集物 (１０月分) ＊

＜使用済み切手＞

県民交流課、文化振興課、農業政策課、生産流通課、農業安全課、長寿
社会課、教育委員会庶務課、犀川河川愛護会 計 ８ 件

ご協力ありがとうございました。ご提供いただきました使用済み切手、書

き損じはがきにつきましては、さまざまな支援を必要としている人々に役立

てていただいております。ぜひお寄せください。

＊お知らせ＊

「1日でわかるＮＰＯ講座in能登・加賀」開催のお知らせ

ＮＰＯについての疑問や知りたいことなど、団体運営の専門家が一問一答形式で答えます。
定員は、いずれの会場とも２０名程度し、 参加料、相談料とも無料です。

場会賀加場会登能
期日 12 月 10 日（土）13:00 ～ 16:00 12 月 11 日（日） 9:30 ～ 12:30
場所 羽咋市文化会館 蘇梁館（そりょうかん）

羽咋市鶴多町亀田 17 加賀市熊坂町ハ 28-3

お申込み（予約）お問い合わせ 〒920-0865 金沢市長町1-3-40
ＮＰＯ法人いしかわ市民活動ネットワーキングセンター(i -ねっと)

TEL 076-232-6673 FAX 076-232-6674
E-mail : ishikawa@inetnpo.com

石川県ＮＰＯ活動支援センター
〒920-0961

金沢市香林坊２丁目４番３０号 香林坊ラモーダ７階
TEL:076-223-9558 FAX:076-223-9559

HP:http://www.ishikawa-npo.jp/



薫 風

新 し い 図 書 館

石川県書店商業組合 理事長 森井 清城

新緑の頃、県都金沢に新しい図書館ができました。

その名を『金沢海みらい図書館』と言います。場所は海側環状線と金石街道の交差

点近くです。知らない人は、『あの建物は何？』と聞く特徴のある建造物です。白い箱

型の大きな外壁一面に、丸い光取り窓が水玉模様のように並んでいます。１階は子ど

もたちのみらいのための児童書コーナーと２５０席もある交流ホールやギャラリー・

集会室があり、３階には海＝日本海関連図書コーナーがあります。中央にあるらせん

階段や円窓からの自然光で明るく、２階から３階への大きな吹き抜けにより解放感た

っぷりの図書館です。

夏季休業中は、１００台の駐車場が連日満車状態でし

た。

図書館は石川県民の財産です。年齢を問わず、その利用

が望まれます。

私の所属する業界は、その準備段階で多少の手伝いを

させていただきました。

昨今の大変きびしい書店業界としては、県都金沢の駅西地区に大きな図書館ができ

ることには内心複雑な思いもありますが、金沢市民や近隣の人々の読書推進には大き

な成果が期待できます。

一方で本の電子化が加速しています。ＳＦ映画のように近い将来

には、本を読むのは紙ではなく端末機を持って見ることになるので

しょうか？

そんな私もこの原稿をパソコンに打ち込んでいますし、仕事でも

パソコンは必需品になっています。

時代の進歩とともに書店も図書館も変わっていくのでしょうね。

変化についていけるものだけが生き残るのでしょう！

＜児童図書コーナー＞



毎月７日は「健康の日」です。
～歩くことから健康づくり、運動することを習慣にしましょう。～

毎月第３日曜日は「家庭の日」です

～ 家族とのふれあいを大切にしましょう ～




